
資料３ 

 

 

「木曽川水系連絡導水路事業の検証に係る検討における新規利

水及び流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）

に対する意見聴取について」に対する関係河川使用者及び関係

地方公共団体からの回答について 

 

 

 

 

 

  



 

国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

長野県建設部長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部 整河環第３４号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

岐阜県県土整備部長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部 整河環第３４号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

岐阜県都市建築部長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部 整河環第３４号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

岐阜県農政部長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部 整河環第３４号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

愛知県建設局長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

愛知県企業庁長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料3-6



 

国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

三重県地域連携・交通部長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

三重県企業庁長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

名古屋市上下水道局長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

農林水産省東海農政局 農村振興部長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料3-11



 

国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

高山市長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

恵那市長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部 整河環第４３ 号 

中 ダ 第 ４ ３ 号 

令和 ６年 ２月 ９日 

 

各務原市長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

一宮市水道事業等管理者 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

川西北部土地改良区 理事長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

東沓部土地改良区 理事長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

関西電力株式会社 

 取締役代表執行役社長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

中部電力株式会社 

 代表取締役社長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

王子エフテックス株式会社 

 取締役執行役員 中津工場長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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国部整河環第３４ 号 

中 ダ 第 ３ ８ 号 

令和 ６年 ２月 ２日 

 

東洋紡株式会社 

 犬山工場長 殿 

 

 

国土交通省中部地方整備局 河 川 部 長 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（照会） 

 

平素より、国土交通行政及び水資源機構事業にご理解、ご協力を賜り御礼申し上げます。 

標記について、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において、「今後の治水対策のあり方に

ついて 中間とりまとめ」がとりまとめられ、国土交通大臣の指示により、ダム事業の検証に係る検討を

実施しているところです。 

 

つきましては、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成２７年１０月２８日

付）に基づき別添のとおり意見を聴取いたしますので、ご協力をお願いします。 
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（別添１） 

木曽川水系連絡導水路事業の検証に係る検討における新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について 

 

国土交通省中部地方整備局及び独立行政法人水資源機構では、「ダム事業の検証に係る検討に関する再

評価実施要領細目」に基づき、木曽川水系連絡導水路事業の検証に係る検討を進めています。 

 このため、中部地方整備局及び水資源機構では、「木曽川水系連絡導水路事業の関係地方公共団体から

なる検討の場」を開催し、木曽川水系連絡導水路事業の目的としている新規利水及び流水の正常な機能

の維持（異常渇水時の緊急水の補給）について、目的別に複数の対策案を立案しました。 

 これら複数の対策案に対して、本検討の場の構成員並びに一般の皆様から頂いたご意見を参考に、概

略評価による抽出を実施しています。 

 今後、上記実施要領細目に基づき、評価軸毎の評価、目的別の総合評価について検討することとして

います。 

 つきましては、概略検討により抽出した対策案の評価に向け、対策案それぞれについて貴職の意見を

伺わせていただきます。 

  なお、本対策案については、対策案に係わる関係河川使用者、関係自治体、土地所有者等の関係者の

方々との事前協議や調整は行わず、検討主体である中部地方整備局及び水資源機構が独自に概略検討し

たものであります。何卒、ご理解いただきますようお願いします。 

   

 【ご意見を頂く対策案】 

１．利水対策案 

  ①現計画  ：木曽川水系連絡導水路 

  ②対策案２ ：ダム再開発 

  ③対策案３ ：他用途ダム容量の買い上げ  

  ④対策案５ ：利水単独導水施設 

  ⑤対策案６ ：地下水取水 

  ⑥対策案９ ：ダム使用権等の振替 

  ⑦対策案１０：既得水利の合理化・転用 

  

２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

  ①現計画  ：木曽川水系連絡導水路 

  ②対策案２ ：ダム再開発 

  ③対策案３ ：他用途ダム容量の買い上げ 

  ④対策案５ ：治水単独導水施設 

  ⑤対策案７ ：ため池 

  ⑥対策案８ ：ダム使用権等の振替 

  ⑦対策案９ ：既得水利の合理化・転用 

  

３．留意していただく点 

   頂いたご意見及び貴職の名称等は公表させて頂く予定です。予めご承知おき下さい。 

  

４．ご回答期限 

   令和６年２月２９日（木）迄とさせていただきます。 

   ※期限等が厳しい場合は、問い合わせ先までご連絡下さい。 

  

５．問い合わせ先及び提出先 

住所：〒460-0001 名古屋市中区三の丸１丁目２番１号 

独立行政法人水資源機構中部支社 事業部 ダム事業課（担当：山本、石塚） 

  TEL(代) 052－231－7541    FAX   052－231－7546 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 
 

② 担当者名 
 

③ 連絡先（電話） 
 

 

④ ご意見 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

① 団体名 長野県 建設部 

② 担当者名 河川課 計画調査係 池田、横江 

③ 連絡先（電話） 026-235-7310 

 

④ ご意見 

 

２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

⑤対策案７：ため池 

 

木曽川及び長良川上流域において、新規にため池を約 4,500 箇所、容量約 4,000

万 m3 を確保するとしているが、長野県内で農業用ため池が約 1,900 箇所、容量

約 3,000 万 m3 であることを鑑みると、新規に整備するため池が県内だけではな

いとしても、急峻な地形の県内の木曽川流域に一定程度のため池を整備すること

は、用地の確保や設置後の維持管理に関する調整など、多くの課題があると考え

られるため、十分な検討をされたい。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 岐阜県県土整備部 

② 担当者名 岐阜県県土整備部河川課 清水 

③ 連絡先（電話） 058－272-1111(内線 4637) 

 

④ 意見 

 

１．新規利水対策案 

①現計画：木曽川水系連絡導水路 

既に徳山ダムに確保された利水容量及び渇水対策容量を使用するもので、実

現性、コストの観点から他の対策案に比べ優位である。 
 
②対策案２：ダム再開発 

秋神ダム・笠置ダム・大井ダムのかさ上げに伴う水没範囲の拡大により、新

たな家屋移転が約１２０戸発生する等、地域に多大な社会的影響が生じること

に加え、その調整には多大な時間を要することから現計画に劣る。 
 
③対策案３：他用途ダム容量の買い上げ 

2050 年カーボンニュートラル達成が求められる現代において、県でも「脱炭

素社会ぎふ」の実現に向けた取組を行っており、水力発電を含む再生可能エネ

ルギーの拡大が重要と考えている。このような中、発電専用ダムの容量を買い

上げることとなる本対策案は慎重な検討が必要である。 
 
④対策案５：利水単独導水施設 

現計画に対し、単に利水と治水を別々に整備する案で、現計画よりコスト高

となり、対策案として不適切である。 
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２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

①現計画：木曽川水系連絡導水路 

既に徳山ダムに確保された利水容量及び渇水対策容量を使用するもので、実

現性、コストの観点から他の対策案に比べ優位である。 
 
②対策案２：ダム再開発 

秋神ダムのかさ上げに伴う水没範囲の拡大により、新たな家屋移転が約４０

戸発生する等、地域に多大な社会的影響が生じることに加え、その調整には多

大な時間を要することから現計画に劣る。 

③対策案３：他用途ダム容量の買い上げ 

2050 年カーボンニュートラル達成が求められる現代において、県でも「脱炭

素社会ぎふ」の実現に向けた取組を行っており、水力発電を含む再生可能エネ

ルギーの拡大が重要と考えている。このような中、発電専用ダムの容量を買い

上げることとなる本対策案は慎重な検討が必要である。 
 
④対策案５：治水単独導水施設 

現計画に対し、単に利水と治水を別々に整備する案で、現計画よりコスト高

となり、対策案として不適切である。 
 
⑤対策案７：ため池 

約４,５００箇所のため池を配置することは、膨大な用地が必要となり、優良

農地等の提供など地域に多大な社会的影響が生じることに加え、国等が設置す

るため池の維持管理や運用等は、地元市町村への委託が想定されるところ、そ

の数が膨大となることから、実現性に欠ける。 
 
⑥対策案８：ダム使用権等の振替 

渇水時における単純な水の循環利用であり、河川の水質悪化が懸念される。 

また、水処理を行ったとしても、さらなるコスト高となるため、いずれにして

も現計画に劣る。 
 
３．全般について 

・河川や地下水などの環境に関心が高い地域が多いため、今後の評価にあたっ

ては十分に配慮し検討していただきたい。 
・事業停滞から１４年以上が経過しているため、国と水資源機構が主体となっ

て関係者へ丁寧に説明し、認識を共有しながら、速やかに検証を終えていた

だきたい。 
・当県は上流水源県として、これまで豊かな森林を保全し、そこで育まれる清

流を、下流域の方々に安心して使っていただけるよう心を砕いてきた。特に

徳山ダムの建設に際し、旧徳山村の全戸移転という大変大きな犠牲を払いつ

つ、「濃尾の水瓶」として、中部圏全体の発展のために努力をしてきたこと

を改めて申し上げる。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

① 団体名 岐阜県都市建築部 

② 担当者名 
1)水資源課 加藤水資源係長 

2)水道企業課 山本事業係長  

③ 連絡先 

（電話） 

1)058-272-8830 

2)058-272-8709 

 

④ ご意見 

すべての代替の対策案に比べ、現計画（木曽川水系連絡導水路）が優位である。 

内容については、以下のとおり。 

 

１．新規利水対策案 

①現計画：木曽川水系連絡導水路 

岐阜県では平成６、７年と連続して渇水に見舞われ、東濃、可茂地域において深刻

な被害を受けた。これに対し、中部地方水供給リスク管理検討会の中間とりまとめに

おいては、導水路を活用した場合の、平成６年渇水相当の影響の軽減が明示され、現

計画の必要性が補強されたところである。 

また、現計画では徳山ダムと木曽川上流ダム群を一体的に運用し、木曽川上流ダム

群の貯留水を極力温存する水系総合運用が可能となる他、渇水時以外においても各利

水者にとって大いに有効であると思われる。 

 

②対策案２：ダム再開発（水力発電ダム(３ダム)の嵩上げ） 

ダムの嵩上げに伴う水没範囲の拡大により、水没する土地の所有者や発電事業者等

の同意が必要である等、不確定要素が多い。また、地域に多大な社会的影響が生じる

ため、現計画に劣る。 

加えて、徳山ダムに確保された揖斐川の水を利用できず、木曽川流域の降雨のみを

利用するものであるため、現計画に比べて渇水のリスクが高まり、渇水被害軽減効果

が劣ると想定される。 

 

③対策案３：他用途ダム容量の買上げ（木曽川流域の水力発電ダム(24 ダム)の容量買

上げ） 

発電事業者等の同意が必要である等、不確定要素が多い。 

水力発電の電力量が減少し、関係市町村への電源立地地域対策交付金が減額となる恐

れがあり、同意できない。 

徳山ダムに確保された揖斐川の水を利用できず、木曽川流域の降雨のみを利用する

ものであるため、現計画に比べて渇水のリスクが高まり、渇水被害軽減効果が劣ると

想定される。 

 

④対策案５：利水単独導水施設（現計画の利水単独分の導水路施設） 

現計画に比べて、導水量あたりの整備費が増加する。 

 

⑤対策案６：地下水取水（愛知県内における井戸設置(約 430 本)） 

当案は本県を含む濃尾平野の地下水量が減少し、地下水の利用が困難となることや、
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地下水位が低下し、地盤沈下を進行させることが懸念される。 

当県の平野部では、過去に地下水の過剰揚水が原因とされる地盤沈下が発生したた

め、地盤沈下等対策上の観測地域に指定されている。また、県や自治体では地下水位

の観測や揚水量の制限等によって地盤沈下の抑制に努めているが、現在もわずかなが

ら沈下が続いている。 

 

⑥対策案９：ダム使用権等の振替（長良川河口堰開発水量の未利用水の振替） 

長良川河口堰付近から既設浄水場への導水施設の設置にあたり、導水施設の起終点

部やポンプ場周辺の土地所有者、河口堰の利水参画者、浄水施設管理者の同意が必要

である等、不確定要素が多い。 

また、徳山ダムに確保された揖斐川の水は利用できないため、現計画に比べて渇水

のリスクが高まり、渇水被害軽減効果が劣ると想定される。 

 

⑦対策案１０：既得水利の合理化・転用（木曽川の主な水利(農水・上水・工水)の転

用） 

現在、県営水道が有している水利使用許可は、需要予測に基づく水量により許可を

得ており、現時点において余剰水利はなく、また、漏水等によるロスも発生しておら

ず、転用可能な水量は発生していないため、既得水利の合理化・転用は困難である。 

 

 

２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

①現計画：木曽川水系連絡導水路 

岐阜県では平成６、７年と連続して渇水に見舞われ、東濃、可茂地域において深刻

な被害を受けた。これに対し、中部地方水供給リスク管理検討会の中間とりまとめに

おいては、導水路を活用した場合の、平成６年渇水相当の影響の軽減が明示され、現

計画の必要性が補強されたところである。 

また、現計画では徳山ダムと木曽川上流ダム群を一体的に運用し、木曽川上流ダム

群の貯留水を極力温存する水系総合運用が可能となる他、渇水時以外においても各利

水者にとって大いに有効であると思われる。 

 

②対策案２：ダム再開発（水力発電ダム(１ダム)の嵩上げ、導水施設） 

ダムの嵩上げに伴う水没範囲の拡大により、水没する土地の所有者や発電事業者等

の同意が必要である等、不確定要素が多い。また、地域に多大な社会的影響が生じる

ため、現計画に劣る。 

加えて、徳山ダムに確保された揖斐川の水を利用できず、木曽川流域の降雨のみを

利用するものであるため、現計画に比べて渇水のリスクが高まり、渇水被害軽減効果

が劣ると想定される。 

 

③対策案３：他用途ダム容量の買上げ（木曽川及び長良川流域の水力発電ダム(25 ダ

ム)の容量買上げ、導水施設） 

発電事業者等の同意が必要である等、不確定要素が多い。 

水力発電の電力量が減少し、関係市町村への電源立地地域対策交付金が減額となる

恐れがあり、同意できない。 

徳山ダムに確保された揖斐川の水を利用できず、木曽川流域の降雨のみを利用する

ものであるため、現計画に比べて渇水のリスクが高まり、渇水被害軽減効果が劣ると

想定される。 
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④対策案５：治水単独導水施設（現計画の治水単独分の導水路施設） 

現計画に比べて、導水量あたりの整備費が増加する。 

 

⑤対策案７：ため池（木曽川及び長良川中上流域のため池新設(約 4,500 箇所)） 

約 4,500 ヶ所のため池の設置にあたり、土地所有者等の同意が必要である等、不確

定要素が多いため、実現性に欠ける。 

また、徳山ダムに確保された揖斐川の水を利用できないため、現計画に比べて渇水

のリスクが高まり、渇水被害軽減効果が劣ると想定される。 

 

⑥対策案８：ダム使用権等の振替（長良川河口堰開発水量の未利用水の振替、導水施

設） 

長良川河口堰付近から木曽川、および木曽川から長良川への導水施設の設置にあた

り、導水施設の起終点部やポンプ場周辺の土地所有者、河口堰の利水参画者の同意が

必要である等、不確定要素が多い。 

また、徳山ダムに確保された揖斐川の水は利用できないため、現計画に比べて渇水

のリスクが高まり、渇水被害軽減効果が劣ると想定される。 

 

⑦対策案９：既得水利の合理化・転用（木曽川及び長良川の主な水利(農水・上水・工

水)の転用） 

現在、県営水道が有している水利使用許可は、需要予測に基づく水量により許可を

得ており、現時点において余剰水利はなく、また、漏水等によるロスも発生しておら

ず、転用可能な水量は発生していないため、既得水利の合理化・転用は困難である。 

 

 

３．全般について 

事業停滞から 14 年以上が経過しているため、国と水資源機構が主体となって関係

者へ丁寧に説明し、認識を共有しながら、速やかに検証を終えていただきたい。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 
岐阜県農政部 

② 担当者名 
岐阜県農政部農地整備課 中内惇夫 

③ 連絡先（電話） 
058－272-1111(内線 4239) 

 

④ ご意見 

 

「２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案」 

「⑦対策案９ ：既得水利の合理化・転用」について 

 

・関連する農業用水については、営農を行うにあたり必要最低限の取水を行って

おり、既得水利の合理化・転用は困難です。 
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木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

①団体名 愛知県 

②担当者名 建設局水資源課 後藤 

③連絡先（電話） 052-954-6121 

ご意見 〇全般事項【利水】【流水の正常な機能の維持】 

 対策案の多くが、工期、コストとも不明確であり、また、関係者等との調

整が課題となっているため、今後、効果等も含めたより詳細な検討をした

上で、評価軸に基づく評価を行うこと。 

 さらに、総概算コストについては、建設費、維持管理費等の具体的な内

訳についても明示すること。 

 また、対策案における施設位置、規模、利水（導水）計画等、計画内容

を明示した上で評価を行うこと。 

 

 

〇地下水取水【利水】 

地下水取水については、取水による環境への影響を十分に検討し、安定

的な水量の確保、水質の安全性確保、施設設置の実現性も踏まえ、しっか

りと評価すること。 

 

 

〇ため池【流水の正常な機能の維持】 

 新設する対象エリアは岐阜県がほとんどであるが、ため池の新設につい

ては、土地所有者との調整、防災面も含めた維持管理なども踏まえ、しっ

かりと評価すること。 
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木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

①団体名 愛知県 

②担当者名 水道計画課 水利調整グループ 

③連絡先（電話） 052‐954‐6680 

ご意見 ○全般事項【利水】【流水の正常な機能の維持】 

 対策案の多くが、工期、コストとも不明確であり、また、関係者等

との調整が課題となっているため、今後、効果等も含めたより詳細な

検討をした上で、評価軸に基づく評価を行うこと。 

 さらに、総概算コストについては、建設費、維持管理費等の具体的

な内訳についても明示すること。 

 また、対策案における施設位置、規模、利水（導水）計画等、計画

内容を明示した上で評価を行うこと。 

 

 ○ダム使用権等の振替【利水】【流水の正常な機能の維持】 

○既得水利の合理化・転用【利水】【流水の正常な機能の維持】 

ダム使用権等の振替及び既得水利の合理化・転用は、渇水時や将来

においても安定的に水供給を確保することを困難にするものと考え

る。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 三重県企業庁 

② 担当者名 
水道事業課    伊藤 浩明 

工業用水道事業課 小林 哲也 

③ 連絡先（電話） 
水道事業課    059-224-2833 

工業用水道事業課  059-224-2835 

 

④ ご意見 

２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

  ⑦対策案９：既得水利の合理化・転用 

 

◆北中勢水道用水供給事業（中勢系・長良川水系）について 

 長良川河口堰を水源とする北中勢水道用水供給事業（中勢系・長良川水系）は、

「北部広域圏広域的水道整備計画」及び三重県と受水市が締結した協定書で定め

られた計画一日最大給水量に基づいて三重県企業庁が実施しています。 

当該事業については、受水市の需要に応じて無駄のない水管理を行っていま

す。 

 また、受水市においては、自己水源で渇水や水質事故等が発生した時は安定給

水のため、当該事業の受水量を増やして対応しています。 

 このため、当該事業の水利権量は余裕がない状況であり、検討されている既得

水利の合理化・転用は極めて困難と考えます。 

 

◆北伊勢工業用水道事業について 

 北伊勢工業用水道事業の水源である長良川は、河口堰の稼働により塩害が解消

され、淡水を安定的に取水できるようになったことから、浄水場やポンプ所など

の主要施設を耐震化するとともに、導・配水管など老朽化施設の更新や修繕工事

を行い、現在は、木曽川用水とともに同事業にとって必要不可欠な基幹水源とな

っています。このため、検討されている既得水利の合理化・転用は極めて困難と

考えます。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 名古屋市上下水道局 技術本部 計画部 水道計画課 

② 担当者名 内藤、西 

③ 連絡先（電話） ０５２－９７２－３６５５ 

 

④ ご意見 

 

■利水対策案 

① 現計画 木曽川水系連絡導水路 

・他の案に比べ、経済性に優れる案と考えられます。 

・本市が進めている水源の多系統化を実現できる案です。 

 

② 対策案２ ダム再開発 

・現計画に比べ、経済性に劣る案と考えられます。 

・本市では、水源をめぐる多様なリスクに対応するため、木曽川のほかにも水源

を確保し、水源の多系統化を進めています。本案の場合、水源の多系統化を図

ることができません。 

 

③ 対策案３ 他用途ダム容量の買い上げ 

・本市では、水源をめぐる多様なリスクに対応するため、木曽川のほかにも水源

を確保し、水源の多系統化を進めています。本案の場合、水源の多系統化を図

ることができません。 

 

④ 対策案５ 利水単独導水施設 

・現計画に比べ、経済性に劣る案と考えられます。 

 

⑤ 対策案６ 地下水取水 

・現計画に比べ、経済性に劣る案と考えられます。 

 

⑥ 対策案９ ダム使用権等の振替 

・現計画に比べ、経済性に劣る案と考えられます。 

・本市では、水源をめぐる多様なリスクに対応するため、木曽川のほかにも水源

を確保し、水源の多系統化を進めています。本案の場合、水源の多系統化を図

ることができません。 

 

⑦ 対策案 10 既得水利の合理化・転用 

・本市では、水源をめぐる多様なリスクに対応するため、木曽川のほかにも水源

を確保し、水源の多系統化を進めています。本案の場合、水源の多系統化を図

ることができません。 

・本市が木曽川で取水する水利についてはいずれも取水実績があります。また、

参考資料3-53

win10admin
長方形

win10admin
長方形



渇水時にも安定した給水サービスを継続するために必要であると認識していま

す。 

 

■流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

⑥ 対策案８ ダム使用権等の振替 

・本市では、水源をめぐる多様なリスクに対応するため、木曽川のほかにも水源

を確保し、水源の多系統化を進めています。本案の場合、水源の多系統化を図

ることができません。 

 

⑦ 対策案９ 既得水利の合理化・転用 

・本市が木曽川で取水する水利についてはいずれも取水実績があります。また、

渇水時にも安定した給水サービスを継続するために必要であると認識していま

す。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 
農林水産省東海農政局 農村振興部 

② 担当者名 
農村振興部 洪水調節機能強化対策官 持山昌智 

 

③ 連絡先（電話） 
０５２－２２３－４６３５ 

 

④ 意見 

１．利水対策案 

⑦対策案１０：既得水利の合理化・転用 

２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

⑦対策案 ９：既得水利の合理化・転用 

 

農業用水は、営農に必要となる最低限の用水量となっています。 

水管理については、水路の漏水対策を行うほか、農業用水の反復利用や番水を

行い、節水に努めております。 

 したがって、既得水利の合理化・転用は困難です。 
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別紙 

 

（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 
独立行政法人水資源機構 

② 担当者名 
中部支社事業部 水管理・防災課長 雪本博志 

③ 連絡先（電話） 
愛知県名古屋市中区三の丸 1-2-1（052-231-7541） 

 

④ ご意見 

 

１．利水対策案⑥対策案９、２．流水の正常な機能の維持対策案⑥対策案８ 

「ダム使用権等の振替」について 

・本案については、関係利水者の意見を尊重した対応が必要と考えます。 

 

 

１．利水対策案⑦対策案１０、２．流水の正常な機能の維持対策案⑦対策案９ 

「既得水利の合理化・転用」について 

・水資源機構が管理し、木曽川、長良川に依存する各水利は、必要となる最低限の水

利量の確保となっています。 

・都市用水では、月ごとに使用量の申込みを受け、また、農業用水では、作付や生育

状況、ため池貯水量などに応じて毎日の必要量の申込みを受け、河川からの取水に

加え、ダム、調整池等からの補給や、ポンプ運転をきめ細かく調整していて、効率的で

無駄のない水管理を行っています。 

・このように合理的かつ効率的な水管理を行いながらも、年によっては降水量の変動

等により、依然渇水が生じています。近年の気候変動により、無降雨日数の増加が懸

念されていることを考えると、水供給に余裕がないなかで水利の転用・合理化を行うこ

とは困難と考えます。 
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農政第 2883 号 

令和６年２月 19 日 

国土交通省中部地方整備局 河川部長 様 

独立行政法人水資源機構 中部支社長 様 

 

 

                        恵 那 市 長 小 坂 喬 峰 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び流水の正常な機能の維持 

（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見聴取について（回答） 

 

みだしの件について、令和６年２月２日付け国部整河環第34号、並びに中ダ第38号に

て依頼がありましたので、別添２のとおり回答します。 

 

 

 

 

 

                     

問合せ先 

 所属：恵那市 農林部 農政課 農山村保全係 大島 

 電話：0573-26-2111（内線 363） 

 Mail：mitsuhiro_ooshima@city.ena.lg.jp  
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見 

 

 

1 団体名 恵那市 

2 担当者名 農林部 農政課 農山村保全係 大島 

3 連 絡 先 （ 電

話） 
0573-26-2111（内線 363） 

 

4 意見 

 

1.意見を述べる対策案 

 ・新規利水対策案（既得水利の合理化・転用） 

 

2.関係する既得水利 

（㎥/S） 

河川名 用水名（水利使用の件名） 用途 水利権量 

木曽川 山本用水 農水 0.995 

木曽川 三郷用水 農水 0.660 

 

3.意見 

・既得水利はそれぞれ必要な水であり、合理化・転用案には反対である。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名      各務原市 

② 担当者名 都市建設部 建設管理課長  奥村 仁志 

③ 連絡先（電話） ０５８－３８３－１１１１（内線２８１０） 

 

④ ご意見 
・意見を述べる対策案 

利水対策案１０（既得水利の合理化・転用） 

流水の正常な機能の維持対策案９（既得水利の合理化・転用） 

 

・関係する既得水利 

用水名：木曽川用水・岐阜中流地区用水（岩屋） 

用 途：農水 

水利権量：０．６５（m3/s） 

 

・意見 

既得水利は必要な水であり、両者の合理化・転用案には反対である。 
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（別添２：意見提出様式） 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対する意見 

① 団体名 一宮市 

② 担当者名 上下水道部 計画調整課長 川島 輝幸 

③ 連絡先（電話） 0586-28-8623 

④ 意見 １．意見を述べる対策案 

・新規利水対策案（既得水利の合理化・転用） 

・流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案（既得水利

の合理化・転用） 

２．関係する既得水利 

水利使用の件名 用途 水利権量（ /s） 

一宮市水道 上水 0.464   

３．意見 

既得水利は一宮市水道事業に必要な水源であり、既得水利の合理化・転用

には対応できません。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 中部電力株式会社  

② 担当者名 再生可能エネルギーカンパニー 水力事業部 用地・水利グループ 柘植 

③ 連絡先（電話） ０５２－９７３－２７１７ 

 

④ ご意見 

１．利水対策案 

対策案２：ダム再開発 

 弊社ダム（秋神ダム）に係る詳細設計を実施できていない現状においては、

発電設備および運用（工事期間中の発電制約を含める）に与える影響は不明

確であります。また、かさ上げによる水没地の拡大等の環境面を含めた影響、

施設運用変更に伴う水利や水環境に与える影響等が懸念され、ひいては電力

の安定供給に支障をきたすことを懸念しております。 

 したがいまして、現時点では同意いたしかねますが、本対策案を具体化す

る場合には弊社と事前に十分な調整を実施していただきますようお願いい

たします。 

 対策案３：他用途ダム容量の買い上げ 

 水力発電は、純国産でＣＯ２を排出しない再生可能エネルギーとして重要

な電源であります。さらに、貯水池や調整池を持つ水力発電所は、電力需要

が逼迫する夏場の供給力確保、年・週間調整や、急激な需要変動への追従性

等、その運転特性から電力系統の安定運用に重要な役割を果たしています。 

 また、２０５０年カーボンニュートラル実現に向け、非化石エネルギーで

ある風力・太陽光といった天候に左右される電源普及が進む中、安定的に電

力供給可能な水力発電所は重要な電源であり、かつ、電力広域的運営が進む

中、２０１１年に発生した東日本大震災や２０１８年に発生した北海道胆振

東部地震の様な有事の際における供給電源として、水力発電の役割はより一

層重要なものとなっております。 

 さらに、代替電源を確保することが困難な状況であることを踏まえると、

弊社の木曽川水系の水力発電所の発電電力量の減少、電力需給の調整機能の

低下等の影響を及ぼすこととなる発電容量の買い上げには、同意することは

できません。 

 

２．流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案 

対策案２：ダム再開発 

   利水対策案２への回答と同じ。 

 対策案３：他用途ダム容量の買い上げ 

   利水対策案３への回答と同じ。 
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（別添２：意見提出様式） 

 

木曽川水系連絡導水路事業の新規利水及び 

流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）対策案に対するご意見 

 

 

① 団体名 
東洋紡株式会社 犬山工場 

② 担当者名 
福留 達郎 

③ 連絡先（電話） 
0568-62-5564 

 

④ ご意見 

既得水利には営業活動において必要最低限の水利であり不可欠な水源 

となっている。したがって合理化・転用案は困難である。 
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